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わたしのほうほう
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「土しゃさいがいって知ってる。」と聞かれた。

わたしは，いえが雨でくずれることだと思った。そこで，おかあさんが，えいぞうを見せ

てくれた。

川の水がにごってながれていた。山のおくからざわざわと音がしていた。すると，川の

おくから，大雨が土しゃをながしてきた。

「ゴー。」

とひくい音を立てながら，いっしゅんにして川の水のりょうがふえた。川らが見えなくな

り，大きな岩や石もながしているみたいだった。まるで，雨の多い日に見る，そっこうの

ながれみたいだった。そっこうの水のりょうでさえも，体をもっていかれるということは

知っていたので，それが川の大きさになると，とてもあぶないと思った。いえがながされ

るのは本当だと思った。にげられないと思った。わたしは，山の近くにすまなければ，土

しゃさいがいにあわないんじゃないかと思った。しらべていくうちに，本当にあわないか

なと思うようになってきた。

日本ぜん体は山が多く，あちこちで土しゃさいがいがおきやすいと聞いたからだ。かご

しまけんにはさくらじまがある。そのえいきょうで土しゃさいがいがおきることだってあ

ることが分かった。

土しゃさいがいには三つのしゅるいがあることが分かった。土石りゅう，がけくずれ，

地すべり，どれも大雨がかんけいしていて，その大雨は，ゲリラごう雨という名前だった。

はじめて知った。

また，地しんや火山のふん火でもおきることにおどろいた。

「うちは大じょうぶだろうか。」

そうきかれた時，ぜったい大じょうぶだとは言えないと思った。

そこで，土しゃさいがいぼうしほうほうを考えた。大雨の時は，どんな雨がどれくらい

ふるか気をつける。あぶないと思ったら早くにげる。そして，これからかぞくで，ひなん

場しょをきめよう。これが，わたしの土しゃさいがいぼうしほうほうだ。


